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都市再生整備計画(第9回変更)

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 355 ha

令和 元 年度　～ 令和 5 年度 令和 元 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 富山県 氷見市 氷見地区(第3期)

計画期間 交付期間 5

大目標：「氷見の人々の暮らしを豊かにし、氷見に訪れる人々を温かく迎え、それぞれの活動がまちなかで重なり合う」まちづくり
　目標１　市の発展を牽引するにぎわいのまちづくり
　目標２　多世代において魅力があるまちなか居住環境の形成
　目標３　市内外の交流と活力創造の核となるまちの顔づくり

先人が長い歴史の中で築き上げてきた市街地を基本としながら、原則、市街地をこれ以上拡大することなく、市街地の外側に広がる農地等の自然環境の保全を図りながら、人口減少・少子高齢化社会の中でも、機能性・安全
性・利便性の高い持続可能な都市構造を目指す。
市街地については、商業・医療・福祉・文化など都市的生活の利便性を享受できるよう、サービス水準の維持に努めながら、一定の人口密度の維持を目指す。
また、市街地の空間資源（公共空地等）を活用して魅力ある都市機能の誘導を図り、子育て世代が安心して快適に暮らせる居住空間の形成を目指す。
これと並行して、少子高齢社会の中において、過度に車に依存することなく、車を利用できない高齢者等にとっても、徒歩や公共交通を利用し市内を円滑に移動できるよう、公共交通の利便性向上を図り、安心・快適に暮らし続
けられる持続可能な都市構造を目指す。

　本地区は、古くから交通や物流の要衝地として栄え、氷見の中心市街地として発展を遂げてきた。しかし、郊外型大型店の進出や生活基盤整備の遅れ等により、定住人口が減少傾向を示し、また、国道415号沿いの中心商店
街には空店舗や移転後の空き地が目立ち、かつての賑わいが失われつつあった。市では、氷見の鮮魚や点在する集客拠点の活用により、観光誘客に取り組んできたが、観光客は立ち寄り型の利用がほとんどで、市街地への
波及効果が少ない現状にあった。
　このため、まちなかの定住促進と来訪者の増加による賑わい創出を目指し、都市再生整備計画事業等により、街路整備やポケットパークの整備をはじめ、潮風ギャラリー、ひみ番屋街、総湯等、多岐に渡る整備を実施し、観
光客の増加や賑わい創出に一定の効果がみられた。
　しかしながら、その後も市街地の居住人口の減少や高齢化、若年層の郊外流出に歯止めがかからず、さらに、市庁舎や市民病院、朝日丘小学校が移転したことに伴い、公共遊休地が存在し、中心市街地の空洞化が顕著と
なってきた。また、ひみ番屋街への来館者の市街地への波及も限定的なものであった。本市の流域山間部と市街地は、古くから相互補完関係にあり、交流により本市の都市空間が形成されてきた。中でも市街地は、本市全域
の活性化を牽引する役割を担っており、今後も本市が将来に向けて持続的に発展していくためには、都市の成長を支える市街地の再生・活性化が必要となっていた。
　こうしたなか、平成27年に、「氷見市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、基本目標の一つに「時代にあった地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する」を掲げ、暮らし続けられる地域社会を実現す
る都市空間設計として様々な施策を位置づけている。
　こうした動向や本市の市街地の現状を踏まえ、本市を持続的に発展させる方向性や人口減少社会にあっても豊かに暮らせるライフスタイルを展望した市域全体の中長期の都市空間戦略を描く必要性から、平成29年度に市街
地グランドデザインを策定した。グランドデザインでは、４つの公共空地の活用の方向性を含む都市デザインや都市マネジメントの基本的な考え方を取りまとめており、まちなか市街地の基本方針として、既存の資源とアクセス
性を踏まえた「まちなか形成軸」を位置づけ、賑わいと魅力づくりの骨格を形成するとしている。

1 中心市街地の魅力形成と都市活力の向上
　氷見市の顔にふさわしい魅力ある景観形成をはじめ、商業・業務・交流等の多様な機能の誘導・集積や快適な居住環境の形成、交通の利便性向上等により、中心部としての魅力・活力向上を推進する必要がある。
2 「まちなか定住」につながる住まい・子育て支援環境の形成や雇用の創出、生活利便性の向上
　医療・福祉・子育て機能の充実や定住を促す市街地の魅力向上、新産業の創出、利便性の高い都市機能の誘導・集約化等を推進する必要がある。
3 まちなかへの誘客や回遊性の向上
　氷見市に訪れる観光客を市街地中心部まで呼び込み、回遊させるためのしかけや仕組みづくりが必要である。

○第８次氷見市総合計画（平成24年度～平成33年度）
　　商店街等の個店の魅力向上や本市固有の歴史や文化を生かしたまちなみの整備等により、ゆったりと散策を楽しめる場所、にぎわいがあり楽しく買い物のできる場所、人が安心して住み・交流できる場所としての中心市街
地の活性化を図る。
○氷見市都市計画マスタープラン（平成16年～平成37年）
　　中心商業地は、商業施設、娯楽、保健、福祉、教育、文化などの都市的な機能が沿道に立地し、住環境と調和した地域環境を形成していくべき地域と位置付ける。
○氷見まちなかグランドデザイン（平成30年～）
　　７つの流域沿いに形成された集落と相互補完関係にある交通結節点として、氷見市全域の活力を牽引するエンジンとなる「まちなか市街地」と位置付ける。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/ha H30 R5

人/日 H28 R5

R5市民満足度 ％
「市民意識調査」において、「現在の場所に住み続けた
いかどうか」と感じる人の割合

ひみ文化交流プラザの整備や、玄関口である氷見駅周辺の整
備をすることにより、中心市街地の魅力形成と都市活力の向上
を行うことで満足度の向上を図る。

82 H29 87

目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりにより、持続可能な都市構造を実現するため、多くの人々が日常的に利用する都市機能施設は、徒歩や公共交通でアクセス可能な拠点エリアへの立地を維持・誘導する。ただし、
既存の施設を短期間で強制的に集約するのではなく、都市の魅力・利便性の向上や居住人口の増加に併せて、少しずつ再編や集約を進めていく。
公共施設については、多くの市民や学識経験者の方々の意見を踏まえて策定した「氷見まちなかグランドデザイン」や「氷見市公共施設再編計画」に基づき、公共空地等を活用しながら、施設の集約・再編を図る。

居住誘導区域内の人口密度
立地適正化計画で設定された居住誘導区域内の人口
密度

まちなか定住につながる整備や支援を行い、居住誘導区域内
の人口密度を維持する。

32 32

指　　標 定　　義

国道４１５号（まんがロード）の
歩行者数

氷見駅から市民病院跡地への歩行者数
まんがをテーマとしたまちなか回遊拠点の形成と歩いて楽しい
商店街作りを行い、歩行者数を増加を図る。

373 750



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
１．中心市街地の魅力形成と都市活力の向上
　・交通条件を活かした広域的利用圏と新文化施設の建替えを踏まえた、文化交流・創造の拠点の形成
　・日常的な利用や観光客の利用を踏まえた、まちの玄関口となる空間の形成
　・沿道の土地活用の促進や景観づくり、緑化等により、シンボルロードとしての魅力と活力のある街なみの形成

【基幹事業】
・ひみ文化交流プラザ周辺ストリートファニチャー整備（高質空間形成施設）
・氷見駅駅前広場整備（地域生活基盤）
・氷見駅朝日線道路照明整備（高質空間形成施設）
・ひみ文化交流プラザ整備（高次都市施設）
・避難所等の非常用電源施設(地域生活基盤)

【提案事業】
・ひみ文化交流プラザ周辺街灯機能向上（地域創造支援事業）
・地域住民避難所整備（地域創造支援事業）

２．「まちなか定住」につながる住まい・子育て支援環境の形成や雇用の創出、生活利便性の向上
　・豊かな自然・文教環境に恵まれた保育・幼児教育施設のある子育て支援の拠点の形成
　・図書館、博物館と連携した、市民交流と誘客を推進する水とみどりの憩い空間を形成
　・居住誘導区域内の低未利用地（空き家空き地）の利用に向けた行政の能動的な働きかけの実施
　・居住誘導区域内の空き家や空き店舗を有効に活用し、居住誘導を行うことで、地域コミュニティ維持及び再生

【基幹事業】
・ひみ発見館広場整備（地域生活基盤）

【提案事業】
・まちなか居住誘導事業（地域創造支援事業）
・空き家利活用促進事業（地域創造支援事業）
・子ども発達支援施設整備（地域創造支援事業）

３．まちなかへの誘客や回遊性の向上
　・観光客をまちなかに誘い込む、まんがをテーマとしたまちなか回遊拠点の形成
　・ひみ番屋街の集客を商店街方面に引き寄せるため、まんがのまちづくりを行い、歩いて楽しい商店街の魅力づくりの実施
　・使いやすいまちなか交通や歩きやすい市街地環境とするためまちなか交通システムと回遊動線の確保

【基幹事業】
・漫画キャラクターモニュメント設置（高質空間形成施設）
・キャラクター案内板設置（地域生活基盤施設）

【提案事業】
・まんがキャラクター壁画（地域創造支援事業）



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

地域生活基盤施設 ひみ発見館広場整備市民会館敷地 氷見市 直 1,500㎡ 1 5 1 5 160 160 160 160 －
駅前広場整備 氷見駅 氷見市 直 2400㎡ 3 4 3 4 145 145 145 145 －

キャラクター案内板設置 国道415号他 氷見市 直 10箇所 5 5 5 5 10 10 10 10 －
旧市民病院跡地 氷見市 直 1箇所 3 4 3 4 40 40 40 40 －

高質空間形成施設 道路照明整備 氷見駅朝日線 氷見市 直 25本 1 2 1 2 58 58 58 58 －
ストリートファニチャー整備 旧市民病院跡地 氷見市 直 1箇所 3 4 3 4 18 18 18 18 －

漫画キャラクターモニュメント 北の橋、国道415号、氷見駅朝日線 氷見市 直 4箇所 1 4 1 4 43 43 43 43 －
高次都市施設 地域交流センターひみ文化交流プラザ整備 氷見市 直 5,100㎡ 1 4 1 4 3,000 3,000 3,000 3,000 －

観光交流センター
まちおこしセンター
子育て世代活動支援センター
複合交通センター

誘導施設 医療施設
社会福祉施設
教育文化施設
子育て支援施設

既存建造物活用事業

合計 3,474 3,474 3,474 3,474 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費
街灯機能向上整備 ひみ文化交流プラザ周辺 氷見市 直 9箇所 3 3 3 3 3 3 3 3

氷見市 直 212ha・355ha 1 5 1 5 88 88 88 88
氷見市 直 212ha・355ha 1 5 1 5 38 38 38 38

キャラクター壁画 氷見漁港前 氷見市 直 一式 3 3 3 3 6 6 6 6
旧市民病院跡地 氷見市 直 一箇所 2 4 2 4 190 190 190 190
いきいき元気館 氷見市 直 一箇所 3 5 3 5 290 290 290 290

氷見市 直 一式 5 5 5 5 5 5 5 5

合計 620 620 620 0 620 …B

（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計

都市機能誘導区域・居住誘導区域

4,094

子ども発達支援施設整備

事業主体事業

合計(A+B)

（参考）事業期間

空き家利活用促進事業

交付期間内事業期間
直／間

地域住民避難所整備

事業箇所名

都市再生整備計画区域

まちなか居住誘導事業 都市機能誘導区域・居住誘導区域

旧市民病院跡地

4,094 2,030.5

細項目

避難所等の非常用電源施設

細項目
規模

0.496交付対象事業費 交付限度額 国費率

事業 事業主体
交付期間内事業期間

規模直／間
（参考）事業期間

事業箇所名

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

事業効果分析調査

（いずれかに○）

事業主体 所管省庁名 規模事業 事業箇所名

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名
事業期間

規模 全体事業費

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　氷見地区(第3期)[富山県氷見市] 面積 355 ha 区域
朝日丘（一部）、朝日本町（一部）、伊勢大町1丁目、伊勢大町2丁目、大野新（一部）、北大町（一部）、
、鞍川（一部）、湖光（一部）、幸町（一部）、地蔵町、諏訪野（一部）、中央町、
比美町（一部）、本町、丸の内、南大町、栄町(一部）、窪（一部）

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域



市民満足度 （　％　） 82 （　H28年度） → 87 （  R5年度）

居住誘導区域内の人口密度 （人/ha） 32 （　H30年度） → 32 （　R5年度）

国道415号の歩行者数 （人/日） 373 （　H28年度） → 750 （　R5年度）

　氷見地区(第3期)[富山県氷見市]　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標：

「氷見の人々の暮らしを豊かにし、氷見に訪れる人々を温かく迎え、それぞれの活

動がまちなかで重なり合う」まちづくり

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

(まんがロード) 凡例： 歩行者数測定箇所

■基幹事業：地域生活基盤
・キャラクター案内板設置

■基幹事業：高質空間形成施設
・氷見駅朝日線道路照明整備

■基幹事業：高質空間形成施設
・漫画キャラクターモニュメント設置

■基幹事業：地域生活基盤
・駅前広場整備

□提案事業：地域創造支援事業
・街灯機能向上整備

■基幹事業：高次都市施設
・ひみ文化交流プラザ整備

■基幹事業：高質空間形成施設
・ストリートファニチャー整備

■基幹事業：地域生活基盤
・ひみ発見館広場整備

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業：地域創造支援事業
・まちなか居住誘導事業

□提案事業：地域創造支援事業
・空き家利活用促進事業

□提案事業：事業活用調査
・事業効果分析調査

□提案事業：地域創造支援事業
・まんがキャラクター壁画

■基幹事業：地域生活基盤
・避難所等の非常用電源施設

□提案事業：地域創造支援事業
・地域住民避難所整備

□提案事業：地域創造支援事業
・子ども発達支援施設整備


